
ガッタンコ沼の植生調査

北海道斜里高等学校生物部

〒099-41北 海道斜里郡斜里町文光町5

1.は じめに

今回私達が調査 を行 った斜里地方は、海岸から

山岳部 までの距離が他の地域に比べ短 く、オホー

ック海沿岸特有の植生 と山岳地帯の植生が入 り混

じっている。以前我が生物部の先輩たちが、斜里

地方の海岸部、以久科原生花園の砂丘 ・砂浜植物

の帯状分布 を詳細に報告 している(斜 里高校生物

部、1981)。 ところで、斜里市街か ら原生花園に

至る途中には小規模な湿原がある。通称ガ ッタン

コ沼 と呼ばれ、その名の由来はツルコケモモの生

えるところというアイヌ語である。ここは市街地

から2km足 らずの距離 にも関わらず、貴重な湿性

の植物が多 く見られる。今回はガ ッタンコ沼 とそ

の周辺の植生を調査 し、報告する。なおここは北

海道の他の湿原 と同様、乾燥化 ・縮小化が懸念さ

れており、この調査が沼を保護する上での資料の

一つになればいいと思 う。

2.調 査 地

調 査 は斜 里 町 ガ ッ タ ン コ沼(北 緯43。55',東 経

144。41')周 辺 で 行 っ た(図1)。 こ こ は 、 北 に オ

ホ ー ツ ク海 が あ り、 海 岸 か ら内 陸 に 向 か っ て砂 丘 、

道 路 、 林 、 ガ ッタ ンコ沼 、 林 、 竪 穴 住 居 跡 の あ る

丘 と続 い て い る 。 本 稿 で は 便 宜 的 に 、 海 よ りの砂

丘 を 「第 一 砂 丘 」 ・内 陸 の 丘 を 「第 二 砂 丘 」 と呼

ぶ こ と とす る 。 ま た、 ガ ッタ ンコ沼 をは さ む北 ・

南 側 の林 を そ れ ぞ れ、A林 ・B林 とす る 。

3。 調 査 日

(1)木 本 の予 備 調 査 及 び地 形 図 作 成1993.1～4

月 こ の時 期 は積 雪 期 の た め 、 歩 い て も湿 原 へ

の ダ メ ー ジ が 少 な い と考 え た。

(2)調 査

① 木 本 調 査:1993.5.2～6.18の う ち計16日

② 草 本 調 査:1993.8.5～8.12の う ち計3日

草 本 調 査 を上 記 の 時 期 に 集 中 して行 っ た理 由

は、 春 ～秋 の 草 本 が こ の 時期 に出 そ ろ う と の判

断 に よ る。 しか し、 木 本 調 査 時 に観 察 で き た春

の 草 本 の うち 、 草 本 調 査 時 に は全 く見 つ け ら れ

ない も の もい くつ か あ った(レ ンプ ク ソ ウ、 ヒ
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図4草 本調査方形区

ガヅタンコ沼林縁部木本帯状●査表

調査日
調査目

木用(m～m)

から方形区NO.

(m～m)

番号 樹種 商さ(の 胸高周囲
(c●)

枯木か つる性 巻方
木本租 ■

最大直径

(c■)
枯木か 備考

図3木 本調査表

メ イ チ ゲ 、 エ ゾ エ ン ゴサ ク、 オ オバ ナ ノ エ ン レ

イ ソ ウ、 ク ル マ バ ツ クバ ネ ソ ウ な ど)。 ま た 、

ス ミ レ類 は草 本 調 査 時 に は花 が 終 わ って し まい

同 定 が 困難 に な っ た の で 、 ま と め て表 記 した。

4.調 査 方 法

① 木 本 調 査:道 路 の 南 端 か ら第 二砂 丘 の ピー ク ま

で225mの ラ イ ン を南 方 向 に ひ き、 こ の基 線 を中

心 と して10m×10mの 方 形 区 を湿 原 の 北 側 に9個

(A1～9)、 南 側 に8個(B1～8)設 置 した(た

だ し、17個 目の 方 形 区 は10m×13m)(図2)。 そ

の 方 形 区 中 に生 育 す る木 本 につ い て 、 高 さ2m以

上 の もの 全 て の高 さ ・胸 高 周 囲 ・つ る性 木 本 の 有

無 な ど を調 査 した(図3)。 な お 道 路 か ら8mま

で と湿 原 の 中44mは 、2m以 上 の 木 本 が 生 育 して

い な い た め方 形 区 は設 け て い な い。 また樹 幹 と枝

の広 が りの 関係 を図 示 した 。 さ ら に各 方 形 区 につ

い て 測 定 した調 査 カー ドを も と に、 各 方 形 区 の 高

木 層(6m以 上)・ 亜 高 木 層(3～6m)・ 低 木 層

(3m未 満)・ つ る性 木 本 ご と に断 面 積 優 占度(RD

%)を 算 出 した。

② 草 本 調 査:① の 基 線 に 沿 っ て1m×1mの 規 則

的 枠 に よ る ベ ル トー トラ ンセ ク ト法 で 、225個 の

方 形 区 を設 置 した(図4)。 そ の 方 形 区 中 に 生 育

す る 全 て の草 本 と、2m未 満 の 木 本 に つ い て 、 自

然 高 と被 度 を調 査 した 。 た だ し被 度 は ペ ン フ ァウ

ン ド ・ハ ワー ド法 に よ る(被 度 記 号:4 、3、2、

1、1'、+)。 ま た 方 形 区 の 被 植 率 を調 査 した 。

さ ら に各 方 形 区 を木 本 調 査 の 方 形 区 と対 応 させ る

よ うに全 部 で21区 間 に ま とめ 、 各 区 間 ご と に平 均

被 度(C),平 均 自然 高(H),頻 度(F),相 対 被 度(C') ,

相 対 高(H'),相 対 頻 度(F'),積 算 優 占度(SDR)を

求 め た。 な お 、SDRは 次 式 に よ る 。SDR=C'+

H'十F'/30
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5.結 果と考察

①木本調査

樹幹 と枝の広が りとの関係 は図5に 、各方形区

毎の断面積優占度は表1に 示 した。

A1～A3は 、イタヤカエデが高木層のほとん

どを占める。イタヤは斜里地方において海か らの

強い風に歪みながら耐えて海岸林を形成 しており、

道 路 をは さ ん で この 地 点 まで風 の 影 響 が 強 い こ と

が 推 定 され る。

A4～A7は 、 イ タヤ 、 ミズ ナ ラ な どが適 度 に

混 じ りあ い 、 斜 里 地 方 の 広 葉 樹 林 と い え る 。

A8～A9は 、湿 性 の ハ ン ノキ ・ヤ チ ダモ が優

占 して い る 。

B1～B5は 、 ハ ン ノ キ ・ヤ チ ダ モ林 で あ る が 、

表1木 本種類組成及び相対優占度(RD%)

調査地点 A1 A2 A3 A4 A5 A6 A7 A8 A9 B1 B2 B3 B4 B5 B6 B7 B8

D/100m2 1 9 5 5 9 8 11 4 13 5 10 14 9 8 ll 6 11

BA/100m2 330 3272 1410 1265 2922 3509 3907 1416 3644 2408 2541 2762 1994 2118 5158 1802 1992

イタヤカエデ 100 83 88 64 26 31 11 15 16 3 1 11 5

ハリギリ 17 12 10 6

ミズナラ 36 74 49 51 33 42 66 78
高木層 ハルニレ 20

ケヤマハンノキ 38 36

6m以 上
ヤチダモ 25 33 14 35 41

ハンノキ 27 67 100 44 55 59 89

エゾヤマザクラ 26 15 8

トドマツ 11 8

アズキナシ 3

ナナカマド 0.3

D/IOOm2 10 8 3 2 3 4 7 2 1 0 11 8 9 7 1 2 12

BA/100m2 1688 238 118 16 235 78 215 173 39 0 402 387 546 162 58 40 269

ナナカマド 2 13

イタヤカエデ 98 39 11 100 54 35 76 27 37 28 19

ハリギ リ 22 74

亜高木層
エゾヤマザクラ

ハシドィ

28

11 15

16 46 2 7 19

ミズナラ 30 19 13 100

3m～6m
ドドマツ 11 37

ヤチダモ 73 34 85

ハンノキ 100

ノリウツギ 27 15 93 92 72

イヌエ ンジュ 8 7

アズキナシ

ハウチワカエデ 5

D/100m2 4 3 2 3 2 12 3 1 0 1 1 2 7 2 1 0 4

BA/100m2 22 23 6 9 10 66 31 5 0 10 13 162 150 9 13 0 68

ミズナラ 32 21 16

ハシ ドイ 68 100 50 100

低木層 ヒロハツリバナ 50

イタヤカエデ 100 55 84 100

イヌエ ンジュ 100 3

3m未 満 ヤチダモ 100 27

エゾヤマサクラ

ノリウツギ 100 70 100 19

トドマツ 100 55

ハリギ リ 26

BA/100㎡ 20 13 5.0 4.2 1.6 25 3.3 84 3.5 0 8.9 22 3.1 23 53 0.8 9.1

ッルウメモ ドキ 39 52 35 94 36 20 6 15 100 9 100

ヤマブドウ 61 48 63 51 79 94 85

つ る性 チ ョウセンゴミシ 2 6 13 1 8

サルナシ 89 53 100 78

ツタウルシ 2 2 14

ツルアジサイ 100 98 47
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図6木 本モデル図

亜 高 木 層 に ノ リ ウ ツ ギ が 多 く見 ら れ る 。

B6～B8は 、 第2砂 丘 の 斜 面 で優 占 種 は ミズ

ナ ラで あ る が 、 ト ドマ ッの 幼 樹 の割 合 が 大 き く、

針 広 混 交 林 とい うこ とが で きる。

つ る性 の 木 本 につ い て 、A林 で は ッ ル ウ メ モ ド

キ 、 ヤ マ ブ ドウが 優 占 す るが 、B林 で は ッ ル ァ ジ

サ イ、 サ ル ナ シ、 ツ タ ウ ル シ が優 占 す る な どの 違

い が 見 られ る 。

調 査 カ ー一ドと表1を も と に 、 これ らの 木 本 分 布

の モ デ ル を図6に 示 す 。

② 草 本 調 査

総 枠225の 方 形 区 中 に生 育 して い た植 物 は38科

82種 で あ り(表2に 抜 粋 を示 す)、 そ の う ち各 区

間 毎 に 被 度(C'),積:算 優 占度(SDR)が 高 い も の を

3種 ず つ選 び、 そ れ ら23種 に つ い て 方 形 区 毎 の被

度(C')を 図7に 示 した。

1～8の 区 間 は道 路 際 で あ り、帰 化 植 物 が優 占

す る。 また 、 道 路 を は さ ん で海 岸 の 第 一 砂 丘 に 生

育 す る海 岸 性 植 物 も多 い 。

9～88の 区 間 は トクサ が 優 占 し、 フ タ マ タ イチ

ゲ 、 エ ゾ オ オ ヤ マ ハ コベ な どが 見 ら れ る 。

89～98の 区 間 は ヤ ナ ギ トラ ノ オ、 ホ ザ キ シモ ツ

ケ な ど湿 性 の植 物 が 生 育 す る 。

99～142の 区 間 は 木 本 の ほ と ん ど な い 湿 原 ガ ッ

タ ン コ沼 で あ り、 林 縁 部 に ハ ン ノ キ の幼 樹 が わず

か に入 り込 ん で い る 。 この 間 をヤ チ ヤ ナ ギ の 生 育

の 有 無 に よ り以 下 の3区 間 に分 類 した 。

99～118,135～142:ミ ズ ゴ ケ ー ツ ル コケ モ

モ 群 落119～134:ミ ズ ゴケ ー ヤ チ ヤ ナ ギ 群 落

この 区 間 は他 に ワ タ ス ゲ,ト キ ソ ウ,ミ ッ ガ シ

ワ,ク ロバ ナ ロ ウゲ な ど湿 性 草 本 が 生 育 す る。 な

お 、 こ の湿 原 は ミズ ゴ ケ,ツ ル コ ケ モ モ が 優 占 し

て い る た め高 層 湿 原 の 小 凸 地 群 落 とい う こ とが で

きる が 、 ヤ チ ヤ ナ ギ,タ チ ギ ボ ウ シ な どの 中 間 湿

原 に 見 ら れ る植 物 も生 育 して い る。 一 般 に中 間 湿

原 は 高 層 湿 原 へ の 移 行 期 と見 られ て い る が 、 乾 燥

化 が 進 ん で い る た め こ れ以 上 の 発 達 は な い と考 え

られ る 。 また キ タ ヨ シ も多 く侵 入 して お り、 他 の

湿 性 植 物 を駆 逐 す る こ とが心 配 さ れ る。

143～152の 区 間 は、 キ タ ヨ シが 優 占 す る 。

153～192の 区 間 は、 ク マ イザ サ 、 ヤ ナ ギ トラ ノ
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オ 、 ホ ザ キ シ モ ツケ が 優 占 す る 。

193～225の 区 間 は 、 砂 丘 の斜 面 に ッ タ ウ ル シ、

マ イ ヅル ソ ウ 、 クマ イザ サ が優 占 す る。

付 記 この研究課題は1993年10月20日 から21日

に岩見沢市で行われた第32回 北海道理科研究発表

大会の生物部門で発表 し、総合賞 を受賞 しました。

① と② か ら、 基 線 に沿 っ て南 に、 植 物 は 以 下 の

よ う に分 布 して い る と結 論 で きる 。

イ タヤ カエ デ と トクサ → 広 葉 樹 林 と トクサ → ヤ

チ ダモ ・ハ ンノ キ と湿 性 草 本 → 高 層 ～ 中 間湿 原 →

ヤ チ ダ モ ・ハ ン ノ キ と ク マ イ ザ サ 、湿 性 草 本 → 針

広 混 交 林 と山 地 性 草 本

6.今 後 の 課 題

こ の調 査 か ら、 以 下 の よ うな課 題 が 生 まれ て く

る。 い ず れ 明 ら か に して い きた い 。

・A林 とB林 の 、草 本 ・つ る性 木 本 な どの優 占

種 に 違 い が あ る の は な ぜ か。 土 壌 の 水 分 含 有

量 、 光 量 、pH、 風 の 影 響 、 林 の で き 方 な ど

を調 べ る 。

・キ タ ヨ シ と乾 燥 化 との 関 係 に つ い て 。

・カ ヤ ッ リ グサ 科 の 同 定 。

謝 辞 松田功氏をはじめ、知床博物館の学芸員

の方々には調査の助言 を頂 きました。清里営林

署さんには国有林の調査 を許可 して頂 きました。

紙面を借 りて厚 く御礼申 し上げます。
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表2草 木 調 査 結 果(方 形 区番 号1～8、213～225を 抜 粋 。 被 度1'は0.2、+は0.04で 計 算)
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80 60 80 80 60 80 70 70 80 60 60 70 70

213 214 215 216 217 218 219 220 221 222 223 224 225
平 均 値 相 対 値

SDR

C H C H C H C H C H C H C H C H C H C H C H C H C H C H F C' H' F'

1 16 ユ' 10 1 22 1 19 1 16 1 24 1 16 1 8 1' 11 r 22 r 25 0,601 14.53 0,846 35.50 29.34 84.61 49.82

2 32 1 37 1 48 2 30 十 41 1 27 2 41 2 25 3 30 2 26 2 34 2 22 2 21 1,695 3L84 1 100 64.28 100 88.09

1 21 1 16 1 23 1 35 r 10 0,323 8,076 0,384 19.05 16.30 38.46 24.60

1 53 0,076 4,076 0,076 4,537 8,229 7,692 6,819

1 56 1 51 1 68 1 74 1 35 1 72 1 40 1 63 1 61 ユ 80 1 44 0,846 49.53 0,846 49.90 100 84.61 78.17

1 37 十 15 1 58 1 42 0,233 11.69 0,307 13.79 23.60 30.76 22.72

1 46 0,076 3,538 0,076 4,537 7,142 7,692 6,457

十 5 十 4 0,006 0,692 0,153 0,362 1,397 15.38 5,715

2 102 0,153 7,846 0,076 9,074 15.83 7,692 10.86

2 60 2 75 1 82 0,384 16.69 0,230 22.68 33.69 23.07 26.48

1 35 0,076 2,692 0,076 4,537 5,434 7,692 5,888

2 130 0,153 10 0,076 9,074 20.18 7,692 12.31

1 38 ユ 21 0,153 4,538 0,153 9,074 9,ユ61 15.38 1L20

1 64 0,076 4,923 0,076 4,537 9,937 7,692 7,389
2 86 0,153 6,615 0,076 9,074 13.35 7,692 10.04

r 12 1 38 0.92 3.46 0153 5,444 7763 ユ5.38 953ユ
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写 真1ガ ッ タ ン コ沼 遠 景

写 真2ッ ル コケ モ モ
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写真3木 本調査風景

写真4草 木調査風景
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